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研究成果の概要（和文）：　私たちは19世紀の秋田藩の林政改革について明らかにした。すなわち、秋田藩は地域性を
考慮して森林を統一的に管理し、資源を計画的に利用し、地域需要に応えて林産物を供給し、植林を促進し、そして林
政の記録を保存したのである。
　加えて、私たちはそうした旧秋田藩地域における地方史料の発掘と目録化を住民参加によって進めており、それは文
化財を活用した町づくりのための地域貢献にもなっている。整理の終わった史料とヒヤリング調査から、東北日本型農
村の存立要因を解明しつつある。

研究成果の概要（英文）：  We revealed the forestry policy reform of Akita-han of the 19th century. Specifi
cally, the Akita-han government managed the forest systematically in terms of regionality, used resources 
after careful planning, supplied forestry products in response to local demand, promoted afforestation, an
d kept a record of forestry policy.
  In addition, we continued the discovery and cataloging of rural historical materials in the former Akita
-han area through the participation of local residents.  It has become a regional contribution for town re
vitalization utilizing cultural assets. From historical materials that we have finished cataloging and int
erviews, we are elucidating the social history of rural society in the northeastern Japan region.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）

１．研究開始当初の背景

(1) 東北農山村史の再検討の意義

現在、東北地方の農山村社会は危機的状況に

置かれている。そうした中で、近年地域資源と

の関係を再構築する努力が図られている。その

際、地域資源の管理・利用に関する歴史的研究

が不可欠である。

(2) 東北地方の農山村社会と国有林史料

東北地方の諸県では国有林が大きな面積を占

めている。しかし、地域社会と藩営林・国有林

との関係史に論究する研究はほとんどない。理

由は、藩営林・国有林の史的研究がほとんど見

られなかったからである。私たちの整理した国

有林史料に各県・市町村の管理する史料や個人

蔵の重要史料とを重ね合わせて検討すること

で、東北農山村史を立体的に分析することが可

能となる。

２．研究の目的

(1) 19 世紀秋田藩林政改革と近代への継承

北東北の主要な藩には秋田・弘前・南部藩があ

った。ここでは秋田藩にしぼって課題を明示する。

同藩の財政基盤は、年貢収入の他に森林・鉱山が

重要な位置にあった。18 世紀まで各資源に対し

て個別に対応していたが、寛政～天保期に統合し、

農・林・鉱の統一的管理が果たされた。以後展開

する 19 世紀の秋田藩林政改革の実態と意義、近

代への継承について、農・林・鉱業生産との関係

を重視して解明する。

(2) 近代における東北国有林の成立過程と経営の

展開

旧秋田・青森営林局史料の中で、近世・近代を

通じて秋田藩・秋田県域のものがまとまってい

る。時期区分すると、a)近世史料、b)明治 4 ～ 19

年の官林・県庁・山林事務所期の史料、c)明治 19

～ 30 年の官林・大林区署・県庁期の史料、d)明

治 30 ～大正 15 年の国有林・大林区署期の史料

に大別できる。それを前提に「官林の直轄化と秋

田県」をテーマに分析を進めている。また、下北

半島を例に、施業案を作成した計画的な国有林経

営の展開を地域産業との関係で解明する。

(3) 近代東北型社会の形成に果たす士族の役割

―横手殖林社を中心に―

横手市では明治期に士族を中心に社有林が形

成された。経営対象の林野はもともと藩営林で、

横手城下の武士が部分林として育成してきた。

近代に国有林となるが、士族は部分林を継続し

て明治 21 年（1888）に「横手植林組合」、同 35

年（1902）には林野の払下げをうけて「株式会

社横手殖林社」となった。関係町村が最大株主

となり公的性格も強い。その成立・展開・役割

の解明を通じ、課題に接近したい。

(4) 東北日本型農村社会の再検討

南部農村は有賀喜左衛門が同族団理論を展開し

た最も重要なフィールドであった。また戦後の農

村社会学において、福武直の示した東北日本型農

村・西南日本型農村の地域類型は大きな影響力を

持った。福武の東北日本型・同族構造の例は米代

川流域の２つの集落に求められた。米代川流域は、

農・林・鉱業という多様な産業構造に特徴があ

り、農民の就業形態は多様であった。(1)～(3)の

分析を基礎に、多面的地域資源利用の近代的展開

を踏まえた上で、地方史料を発掘・整理を進め、

東北日本型農村社会像の再検討をはかりたい。

３．研究の方法

(1)については旧秋田営林局文書「木山方以来

覚」・「能代木山方以来覚」・「銅山木山方以来覚」

を主要史料として、(2)ついては官林の形成と直

轄化の過程を旧秋田営林局文書と秋田県庁文書を



中心に、経営の展開は旧青森営林局にて明治末期

以降作成された国有林の施業計画の概要をまとめ

た「施業案説明書」と、その「検訂」（改訂）に、

青森営林局統計や青森県統計書を併用して分析す

る。(3)、(4)は地方史料の発掘と目録化を進め、

目録化の終えた史料を撮影し、また聞き取り調査

を併用して可能な範囲で分析したい。

４．研究成果

(1) 19 世紀秋田藩林政改革と近代への継承

19 世紀の林政改革の前提として 17 ～ 18 世

紀中期の林政を整理した。17 世紀後半、藩は

山林区分や職制を整備して森林資源を保護し

た。さらに、18 世紀前期には植林政策が採用

され、同中期には「番山繰」と呼ばれた輪伐計

画も創出された。その上で、同藩林政の転換期

となった 18 世紀後期の林政改革を検討した。

藩は同後期の林政改革で「山林取立」(森林資源

育成)を推進し、その「余勢」(稼ぎ)で田地を復

興させようとしたが、藩営林の森林資源減少は

止まらなかった。

続いて 19 世紀林政改革の展開と特質を解明

した。本改革を主導した財用奉行木山方(財政部

局林政担当)は、森林資源の「伐尽」が誘発する

事象を多角的に捉え、改革目的として「山林取

立」を推進した。また、藩は 19 世紀林政改革

で藩営林のほとんどを木山方支配下に集約し、

藩庁の木山方本部を中心に地方役所を編成する

林政機構を整備した。

以後木山方は能代木山の林政機構を再編し、

用材林の保護・育成に努めた。能代町への地方

役所設置、勘定方式改正などの具体的改革を速

やかに進めた。地方役所の長官は木山方本部か

ら派遣したが、同時に再編以前の実務に長けた

中下級役人も活用した。銅山掛山における森林

資源については、実地見分で明らかになった森

林資源蓄積に基づき、適宜修正することを前提

とした柔軟で緻密な番山繰計画を立案した。

最後に、近代に入り、基本的には藩営林を引

き継いで官林が成立した。秋田藩木山方の組織

は廃藩置県とともに廃止されたが、19 世紀に

確立した藩営林の管理・経営システムは影響を

持ち続けたことを明らかにした。

(2) 近代における東北国有林の成立過程と経営

の展開

①東北国有林の成立過程

分析に先立ち、旧秋田営林局と旧青森営林局

史料の構成の特徴をまとめた。

近世の藩営林関係史料、とくに藩営林の絵図

や御林帳などは、明治初期に官林形成の根拠と

される重要な史料であるが、その継承には地域

的に差異がみられる。保存されてきた近代史料

の主な内容は、本省達・規則、官林の形成、官

林・国有林の管理、森林管理・施業に係わるも

のである。しかし、組織改編や火災により史料

の残存状況に差異が見られ、とくに明治初年か

ら明治 40 年代初めまでについては、秋田県と

宮城県関係の史料がまとまって残っている。

こうした史料群から廃藩置県後の官林伐木規

制について秋田県を例に解明した。明治政府は、

「官林規則」と「県治事務章程」によって、官

林の土地を掌握するに先駆けて官林の伐木を支

配しようとした。大政官制のもとで巨大化した

大蔵省は実質的に地方庁を支配し、そのなかで

御林は政府持の官林へと移行した。大蔵省は官

林伐木の権限を掌握し、官林伐木を規制しよう

とするが、その一方で、海軍省・陸軍省・工部

省の各省寮は、それぞれ独自の近代化政策を展

開し、それは官林払下と官林伐木に影響を及ぼ

した。大蔵省は諸省寮の独自な官林伐木を「専

断」とみなし、それを認めなかった。

「官林規則」と「県治事務章程」は府県に対

する官林伐木規制として機能した。その一方で、

大蔵省は部分的に県への官林伐木の委任を認め

た。秋田県はこれにより官林の地元民対策とし

て旧来的な利用を継続し、官林払下の代案とし

て一時的ではあるが輪伐を認めさせ、さらに委

任の領域拡大を模索した。しかし、大蔵省は官



林払下差止の後、官林伐木権限の同省への集中

と強化を図り、官林伐木に係わる県の権限を制

限していった。

②国有林経営の展開

近代下北地方における国有林経営の展開につ

いて地域経済との関係で解明した。

近代は、日本が産業革命を遂げ、鉱工業など

の新産業を発展させた時代であった。国有林は、

国家および地域の需要に適する木材の生産を目

的として成立し、19 世紀末、経営計画の編成

を開始した。

明治末～大正初期（1910 年前後）の初期計

画では、出稼ぎによる地元林業労働者の不足、

ヒバ不整林の整理伐採など、下北地方の国有林

に共通の課題が示された。大正～昭和初期（1910

～ 20 年代）には、安部城銅山による煙害が発

生したが、国有林は小林区署による計画の柔軟

な変更を通してこれに対応した。昭和 4 年

（1929）頃には、画一的な皆伐作業への反省か

ら、択伐天然更新作業が全国に広まり、下北地

方でも第 2 次検訂計画が編成された。具体的な

施業法を考案したのは青森営林局の松川恭佐技

師であり、当施業法は現代においても実践され

ている。これは木炭の膨大な需要増加にも対応

した計画であった。前案を更に緻密化した第 3

次検訂計画は、戦前期経営計画の到達点と位置

づけられる。しかし、同 16 年（1941）には戦

時の臨時植伐計画が編成された。当計画は増伐

の実行など、従前の経営計画を大きく変質した

内容であった。

(3) 近代東北型社会の形成に果たす士族の役割

―横手殖林社を中心に―

横手殖林社には膨大な史料が残されており、

横手市史編纂事業で一部目録が作成されていた

が、全体の 4 分の 1 程度であった。私たちはこ

の全体の目録化を目指して 2013 年度ですべて

の史料、約 4000 点の封筒詰めと封筒の表書き

（目録用カード作成）を終えることができた。

また、社長、元事務員、山守からの聞き取り調

査も進め、殖林社が戦後地域に果たしてきた社

会的役割の概要を知り得ることができた。今後、

科研を始め助成金を得て、史料の目録化と分析、

さらなる聞き取り調査を進め、課題の解明に努

めたい。

　　＊は現在整理が進行中の史料

図　関係史料と整理状況 　　〇は既に所在を確認し、今後整理を進める予定の史料

  阿仁幸屋・佐藤家文書

秋田県横手市

茨城県つくば市 ＊株式会社横手殖林社文書

国立公文書館つくば分館

◆東北森林管理局関係文書 注）◆は私たちが整理・目録化した史料

  秋田県庁文書 ＊阿仁水無・My家文書

  山崎文庫（山崎真一郎収集文書） ◆阿仁公民館保管文書（5件）

  七日市･長岐家文書１ ◆阿仁荒瀬･Mn家文書

秋田県公文書館 ＊米内沢・Km家文書   太田弘三収集文書

  秋田藩関係文書 〇本城・Kn家文書 〇二日町・T家文書

東北森林管理局 〇七日市・Ng家文書２ 青森県三戸町

◆旧秋田営林局文書 ＊上杉・Kd家文書（森吉図書館所蔵） ◆旧三戸町役場文書

秋田県秋田市 〇鷹巣・Nr家文書

青森県青森市

秋田県北秋田市 東北森林管理局青森事務所

◆綴子・T家文書 ◆旧青森営林局文書

(4) 東北日本型農村社会の再検討

福武直が東北日本型農村社会の代表として取

り上げた北秋田市域を中心に、史料調査と聞き

取り調査を進めた。地方史料の発掘と目録化を住

民参加によって進めており、文化財を活用した町

づくりという地域貢献事業にもなっている。史料

発掘・整理の現状は国有林史料等も含めて図の通

りである。



その結果、以下のことが解明されつつある。a)

この地域では依然として同族関係は色濃く残

り、それは村落を越えて展開し、現在でも生活

・生産の様々な場面で機能している。b)肝煎家

文書には検地帳は存在するが、年貢関係文書、

宗門人別改帳、村明細帳などの村請制に関わる

近世文書がほとんど見られない。年行事、郡方

蔵元という地方職制が重要であるが、その意味

は解明されていない。c)地方知行制を採用する

秋田藩では、領国内の拠点に家臣団が配置され

ていた。武士が藩内各地に住んでいたのである。

蔵入地でも郡方役人が役屋に常駐して村々を訪

ねるとともに、親郷肝煎は役屋へ頻繁に出入り

していた。一般的な村請制は見られず、当然近

世村のあり方も大きく異なっていたと想定され

る。d)村々の連合組織である親郷・寄郷また本

郷・支郷制が一般的に存在する。その成立過程、

意義の解明は今後の重要な研究課題である。
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